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第 1 章
はじめに
Microsoft® Virtual Server 2005 R2 の『ファースト ステップ ガイド』へようこそ
『ファースト ステップ ガイド』の使用
『ファースト ステップ ガイド』は、セットアップ プログラムと共に使用して、Virtual Server のセットアップおよび構成を簡単に行えるようにすることを目的としています。このガイドでは、Virtual Server をインストールする前に知っておく必要のある情報、および Virtual Server のセットアップと単純なバーチャル マシンの作成の手順について説明しています。Virtual Server をインストールしたら、以下のセクションで説明するような Virtual Server の展開および管理に関する包括的な情報を利用できます。
この章では、Virtual Server とその機能の概要、および Virtual Server が適しているシナリオと使用方法の検討が必要なシナリオに関する情報を提供します。第 2 章では、Virtual Server のインストールおよびセットアップの手順を説明します。第 3 章では、バーチャル マシンのセットアップとオペレーティング システムのインストールの手順について説明します。付録には、セットアップの問題のトラブルシューティングおよび障害のある方のためのユーザー補助オプションに関する情報が含まれています。
このガイドの情報は、別途記載がない場合、Virtual Server 2005 R2, Standard Edition と Virtual Server 2005 R2, Enterprise Edition の両方に適用されます。
詳細情報の取得
Virtual Server の詳細については、次のリソースを参照してください。
■
セットアップ CD のルートにある『Virtual Server 2005 リリース ノート』。リリース ノートでは、製品がリリースされた時点の最新情報を扱っています。一般的に、このガイドや管理者ガイドに記述できなかった情報が含まれています。Virtual Server をインストールする前に、リリース ノートを確認することをお勧めします。Virtual Server をインストールした後は、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft Virtual Server] の順にポイントし、[リリース ノート] をクリックすると、『リリース ノート』を開くことができます。
■
Microsoft Virtual Server のプログラム グループにインストールされる『Virtual Server 2005 管理者ガイド』。管理者ガイドは、必要な内容を簡単に検索できるように、次のガイドに分かれています。展開ガイド、操作ガイド、およびテクニカル リファレンスです。これらのガイドには、Virtual Server のセットアップ、インストール、管理、サポート、トラブルシューティングなどの情報が記載されています。管理者ガイドは、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft Virtual Server] の順にポイントし、[Virtual Server 管理者ガイド] をクリックして開くことができます。
■
Microsoft Virtual Server のプログラム グループにインストールされる『Virtual Server 2005 プログラマーズ ガイド』。このガイドには、Virtual Server の Component Object Model (COM) インターフェイスに関するプログラミング情報、サンプル コード、説明が記載されています。プログラマーズ ガイドは、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、[Microsoft Virtual Server] の順にポイントし、[Virtual Server プログラマーズ ガイド] をクリックして開くことができます。
■
管理 Web サイトのヘルプ。関連付けられている画面の使用方法を説明する Web ページベースの情報です。このヘルプは、疑問符 (?) アイコンをクリックすることで、管理 Web サイト上のどのページからでも表示できます。
■
Microsoft Virtual Server Web サイト (http://www.microsoft.com/japan/virtualserver)。
■
Microsoft Product Support Services の Web サイト (http://support.microsoft.com)。
Virtual Server の概要
ここでは、Virtual Server や、一般的な使用方法のシナリオについて説明します。
Virtual Server とは
Virtual Server は、Microsoft Windows® オペレーティング システムに基づくサーバー アプリケーションで、ユーザーが Microsoft Windows ServerTM 2003、Microsoft Windows 2000 Server などのさまざまなオペレーティング システムを、単一の物理サーバー上で同時に実行できるようにします。Virtual Server は、業界標準の x86 ベース サーバーで実行されるように設計されています。
通常のサーバー構成は、ハードウェアに対して 1 つのオペレーティング システムが対応します。実行される各アプリケーションも、その 1 つのオペレーティング システム向けに設計されたものになります。ハードウェアは、マウスとキーボード、プロセッサ、メモリ、ディスク ドライブとドライブ コントローラ、ビデオ カードとネットワーク カード、およびその他の物理デバイスで構成されます。オペレーティング システムはそのハードウェア上で実行され、ハードウェアを制御します。そしてそのオペレーティング システム上でアプリケーションが実行されます。
一方、Virtual Server に組み込まれているバーチャル マシン技術は、1 台の物理サーバーで多数のオペレーティング システムおよび関連アプリケーションを実行することを可能にします。バーチャル マシンでは、ソフトウェア、および選択されたハードウェア デバイスを使用して、エミュレートされたオペレーティング環境が作られます。 

シナリオ
Virtual Server によって実装されるバーチャル マシン技術は、企業が 1 台の物理サーバー上で複数のオペレーティング システムを同時に実行できるようにします。Virtual Server には、3 つの主な展開シナリオがあります。
■
ソフトウェアの開発およびテストの自動化。テスト、トレーニング、およびデモンストレーション用の新しい構成を迅速に作成することで、開発者の生産性とテスト カバレージを向上させます。 

■
アプリケーションの移行。旧式のハードウェアやオペレーティング システム上で実行されているアプリケーションを、Windows Server 2003 オペレーティング システムが実行されている、より耐障害性に優れたハードウェア上のバーチャル マシンに移行することで、アプリケーションの互換性、管理可能性、およびリソース使用率を向上させることができます。 

■
部門別サーバーや支店サーバーの統合。基幹業務アプリケーションを実行している各サーバーを統合することで、アプリケーションの互換性と管理可能性が向上し、リソース使用率も増加します。Virtual Server を使用すると、各アプリケーションを同じハードウェア上に共存させることができるため、資本コストを削減しながら、ハードウェアの使用率と管理可能性を向上できます。 

使用に関する注意事項
バーチャル マシンでは、ほとんどすべての x86 ベース アプリケーションを実行できます。ただし、一部のアプリケーションはバーチャル マシンでの使用に適していません。Virtual Server はマルチプロセッサ コンピュータ上でも実行できますが、各バーチャル マシンが使用するのは 1 つのプロセッサだけです。つまり、マルチプロセッサ ハードウェアを使用するように設計されたエンタープライズクラスのアプリケーションをバーチャル マシン上で実行した場合、十分なパフォーマンスを実現できない可能性があります。アプリケーションをバーチャル マシン上で実行するかどうかを決定するときは、そのバーチャル マシンに対応する物理コンピュータのことを考慮に入れてください。つまり、そのアプリケーションが 1 つのプロセッサを備えた物理コンピュータ上で実行されてもよいかどうかを検討してください。
バーチャル マシン上でエンタープライズクラスのアプリケーションを十分に実行できるかどうかは、予想される作業負荷とそのアプリケーションの使用目的によっても異なります。たとえば、Microsoft SQL ServerTM や Microsoft Exchange Server などのアプリケーションをバーチャル マシン上で実行することは可能ですが、作業負荷によっては、その組織に必要なレベルのパフォーマンスを得られない場合があります。テストやトレーニング目的でこれらのアプリケーションを実行する場合、データ アクセス要求によるパフォーマンスへの影響は、運用環境 (実稼動用の環境) でアプリケーションを使用する場合とは大きく違うことを考慮してください。 




新規ユーザー向けのヒント
バーチャル マシン技術に慣れていない新規ユーザーは、多くの場合、バーチャル マシンの使用に関して基本的な疑問を持ちます。次に、最も多く寄せられる質問のいくつかを解決するために役立つヒントを示します。また、Virtual Server の展開および使用に関する包括的な情報が記載された管理者ガイドも確認することをお勧めします。各ヒントでは、管理者ガイドの該当セクションにあるトピックへの参照が提供されます。
■
Virtual Server のいくつかの機能では、物理コンピュータ上に実際に存在するハードウェアにかかわらず、すべてのバーチャル マシンを対象に特定のハードウェアをエミュレートできます。詳細については、展開ガイドの「エミュレートされるハードウェア」を参照してください。
■
Virtual Server のインストール先コンピュータに接続されている一部の種類のデバイスは、バーチャル マシンでは使用できない可能性があります。たとえば、USB (Universal Serial Bus) スマート カード リーダーは、バーチャル マシンでは使用できません。詳細については、展開ガイドの「物理コンピュータのセットアップ」を参照してください。
■
バーチャル マシンは、Virtual Server のインストール先コンピュータで実行されているオペレーティング システムからアクセス可能な場所であれば、任意の記憶域を使用できます。詳細については、テクニカル リファレンスの「バーチャル ハード ディスク」を参照してください。
■
バーチャル マシンには、社内の物理コンピュータと同じバックアップ要件およびソフトウェア要件が当てはまります。物理コンピュータに対して存在する各種ポリシーと同じポリシーに従うことをお勧めします。詳細については、操作ガイドの「Virtual Server のバックアップおよび復元」および「オペレーティング システムの更新プログラムの適用」を参照してください。
■
Virtual Server は、同じ物理コンピュータで複数のサーバー オペレーティング システムを同時に実行できるように設計されています。同時に実行できるオペレーティング システムの数を左右する主な要因は、システム リソースです。詳細については、次の章または展開ガイドの「システム要件」を参照してください。
第 2 章
Virtual Server のセットアップ
この章では、Microsoft® Virtual Server 2005 をセットアップする前に確認する必要のある情報、およびインストールを実行する手順について説明します。
システム要件
システムが満たすべき最小要件は、オペレーティング システムの数と種類、およびバーチャル マシンにインストールする予定のアプリケーションによって異なります。たとえば、複数のバーチャル マシンを同時に実行するには、ホスト オペレーティング システムおよび各ゲスト オペレーティング システムの要件を満たすことができるよう、十分なメモリが搭載された物理コンピュータを使用する必要があります。ホスト オペレーティング システムは、物理コンピュータで実行されます。ゲスト オペレーティング システムは、各バーチャル マシンによって実行されます。以下のシステム要件を参照し、展開に必要なシステム リソースが用意されていることを確認してください。
物理コンピュータとホスト オペレーティング
システムの要件
物理コンピュータとホスト オペレーティング システムに関する最低限のシステム要件を次に示します。
■
L2 キャッシュを搭載した 550 MHz 以上 (1 GHz を推奨) のプロセッサを備える x86 ベースのコンピュータ。以下のプロセッサ ファミリを使用できます (PC-9800/PC-9821 シリーズには対応していません)。 

■
Intel : Xeon、Pentium または Celeron ファミリ (Intel Itanium プロセッサには対応していません)

■
AMD : AMD64、Athlon または Duron ファミリ
Virtual Server は、複数のプロセッサを備えたサーバー上でも実行できます。Virtual Server 2005, Standard Edition は、最大 4 つのプロセッサを備えたサーバー上で実行できます。Virtual Server 2005, Enterprise Edition は、5 つ以上のプロセッサを備えたサーバー上で実行できます。Virtual Server 2005, Enterprise Edition の最大プロセッサ数は、使用するホスト オペレーティング システムによって異なります。
■
CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブ。
■
Super VGA (800 × 600) 以上の解像度を備えたモニタ (推奨)。
重要
管理 Web サイトを実行するコンピュータには、インターネット インフォメーション サービス (IIS) の World Wide Web サービス コンポーネントをインストールする必要があります。
■
ホスト オペレーティング システム。以下のいずれかのオペレーティング システム (32 ビット バージョン)。
■
Microsoft Windows ServerTM 2003, Standard Edition

■
Microsoft Windows Server 2003, Enterprise Edition

■
Microsoft Windows Server 2003, Datacenter Edition

■
Microsoft Windows® Small Business Server 2003

重要
運用環境でない場合に限り、ホスト オペレーティ ング システムとして Microsoft Windows XP Professional を使用することもできます。
ディスク領域とメモリの要件については、次の表を参照して、ホスト オペレーティング システムに必要な最小容量を判断してください。これらの要件は、あくまで一般的な目安です。具体的な要件については、各オペレーティング システムに付属の製品マニュアルを参照してください。 
	ホスト オペレーティング 
システム
	最小 RAM
	容量最小ディスク領域

	Windows Small Business Server 2003, Standard Edition
	256 MB
	4 GB

	Windows Small Business Server 2003, Premium Edition
	512 MB
	4 GB

	Windows Server 2003, Standard Edition
	256 MB
	2 GB

	Windows Server 2003, Enterprise Edition
	256 MB
	2 GB

	Windows Server 2003, Datacenter Edition
	512 MB
	2 GB



この表に示されているディスク領域は、必要なディスク領域のサイズを特定するための目安にすぎません。展開を計画しているゲスト オペレーティング システムを考慮し、それらすべてを実行できるだけのディスク領域を用意してください。ホスト オペレーティング システムと各ゲスト オペレーティング システムに必要なディスク領域だけでなく、各バーチャル マシンのページング ファイルや、すべての動的サイズ拡張バーチャル ハード ディスクに必要な領域、さらにバーチャル マシンを “保存” 状態にする際の各バーチャル マシンの RAM データ保存用領域も考慮に入れる必要があります。詳細については、操作ガイドの「ヒント集」を参照してください。

注
必要な場合には、ホスト オペレーティング システムで Physical Address Extension (PAE) x86 を有効にしてください。PAE X86 を使用すると、ホスト オペレーティング システムで 4 GB を超える物理メモリにアクセスできます。
ただし、バーチャル マシン上では PAE X86 を有効にしないでください。各バーチャル マシンでアクセスできるメモリの上限は 3.6 GB です。そのため、このテクノロジは必要ではありません。
ゲスト オペレーティング システムの要件
Virtual Server は、次のゲスト オペレーティング システムをサポートしています。 

■
32 ビット バージョンの Microsoft Windows Server 2003 オペレーティング システム (Datacenter Edition 以外)

■
Microsoft Windows 2000 Server オペレーティング システム (Datacenter Edition 以外)

■
Service Pack 6a (SP6a) がインストールされている Microsoft Windows NT® Server 4.0

各オペレーティング システムに付属の製品マニュアルを参照して、使用するゲスト オペレーティング システムの最小システム要件を確認してください。すべてのゲスト オペレーティング システムとホスト オペレーティング システムに必要なディスク容量と、それらのオペレーティング システムにインストールするすべてのアプリケーションに必要なディスク容量を合計したサイズが、最低限必要なディスク容量となります。
複数のオペレーティング システムを同時に実行する場合は、それらすべてのオペレーティング システムとホスト オペレーティング システムで使用する RAM 容量を準備する必要があります。さらに、Virtual Server では、1 つのバーチャル マシンにつき最大 32 MB の RAM を追加する必要が生じます。パフォーマンスを向上するため、できれば、このトピックおよび製品マニュアルに記載されている最小容量より多くのメモリを追加してください。バーチャル マシンに割り当てられるメモリは、ホスト オペレーティング システムによるページングでは使用できません。
Virtual Server は、最大 64 のバーチャル マシンをサポートします。実際には、同時に実行できるバーチャル マシンの数は、システム リソース、各バーチャル マシンに割り当てられるメモリ容量、および物理コンピュータに搭載されている合計メモリ容量によって制限されます。
注
Virtual Server は、1 つのバーチャル マシンについて最大 3.6 GB の RAM をサポートしています。
要件の計算 : サンプル構成
この例は、実行するホスト オペレーティング システムおよびゲスト オペレーティング システムで必要なメモリおよび記憶域を計算する方法を示しています。次のオペレーティング システムを 3 つのバーチャル マシンで同時に実行すると仮定します。
■
物理コンピュータ上のホスト オペレーティング システム : Windows Server 2003, Standard Edition

■
バーチャル マシン 1 のゲスト オペレーティング システム : SP6a がインストールされている Windows NT Server 4.0

■
バーチャル マシン 2 のゲスト オペレーティング システム : SP6a がインストールされている Windows NT Server 4.0

■
バーチャル マシン 3 のゲスト オペレーティング システム : Windows 2000 Server

すべてのオペレーティング システムで必要な最小ディスク領域を計算するには、次の表に示すように加算します。
	オペレーティング
システム
	ディスク領域
	メモリ
(バーチャル マシンのオーバーヘッドを含む)

	物理コンピュータ上のホスト オペレーティング システム
	2 GB
	256 MB

	バーチャル マシン 1 のゲスト オペレーティング システム
	500 MB
	64 MB + 32 MB = 96 MB

	バーチャル マシン 2 のゲスト オペレーティング システム
	500 MB
	64 MB + 32 MB = 96 MB

	バーチャル マシン 3 のゲスト オペレーティング システム
	1 GB
	128 MB + 32 MB = 160 MB

	必要な最小容量の合計
	4 GB
	608 MB


‘;;

注
物理コンピュータの場合と同様、バーチャル マシンにメモリを追加するとパフォーマンスが向上します。



開始前の準備
ここでは、Virtual Server をインストールする前に確認することが推奨される情報を提供します。これには、セキュリティに関する考慮事項と Microsoft Virtual PC 2004 との互換性に関する情報が含まれます。また、Virtual Server のセットアップのオプションについても説明します。
セキュリティに関する考慮事項
ここでは、Virtual Server のインストール前に確認しておくと役に立つ Virtual Server のセキュリティ情報の一部について説明します。より包括的なセキュリティ情報については、管理者ガイドを参照してください。
重要
Virtual Server をインストールしたら、Virtual Server 展開ガイドの「Virtual Server のセキュリティ保護」と「ヒント集」、およびテクニカル リファレンスの「Virtual Server のセキュリティの考慮事項」を確認することをお勧めします。展開ガイドおよびテクニカル リファレンスは、管理者ガイドの一部です。
Virtual Server の既定の構成は次のとおりです。
■
バーチャル マシン リモート コントロール (VMRC) サーバーは無効になっています。 

■
VMRC サーバーではポート 5900 が使用されます。
■
Virtual Server では統合 Windows 認証が使用されます。 

■
ローカル管理者のみが、管理 Web サイトにアクセスしたり、Virtual Server を構成したり、バーチャル マシンとバーチャル ネットワークを作成および構成したりできます。他のユーザーには、手動で適切なアクセス許可を与えておく必要があります。管理 Web サイトは、Virtual Server およびそれに関連するバーチャル マシンとバーチャル ネットワークを構成し、管理するためのブラウザベースのツールです。
■
ホスト オペレーティング システム上で実行されているファイアウォールおよびウイルス対策ソフトウェアでは、ゲスト オペレーティング システムは保護されません。保護するには、ゲスト オペレーティング システム上にファイアウォール ソフトウェアとウイルス対策ソフトウェアを直接インストールする必要があります。
■
次の 2 つの Virtual Server サービスが、低い特権を持つセキュリティ アカウントで実行されます。Virtual Server サービス (Vssrvc.exe) は、ローカル コンピュータへの制限されたアクセスと、ネットワーク リソースへのコンピュータ アカウントとして認証されたアクセスを持つ Network Service アカウントで実行されます。Virtual Machine Helper サービス (Vmh.exe) は、Local Service アカウントで実行されます。このアカウントは、ローカル コンピュータへの制限されたアクセスと、ネットワーク リソースへの匿名アクセスを持っています。
■
ローカル管理者のみが Virtual Server を構成したり、バーチャル マシンを作成および構成したりできます。ファイル システムのセキュリティ設定を変更すると、他のユーザーにバーチャル マシンを作成および構成する権限を与えることができます。ただし、他のユーザーにこのようなアクセス許可を与える場合は、注意が必要です。 

■
バーチャル マシンを実行する別のユーザー アカウントを指定し、そのユーザー アカウントを各バーチャル マシンに割り当てない限り、バーチャル マシンはバーチャル マシンを起動したユーザーのアカウントで実行されます。必ず低レベルの特権を持つユーザーアカウントを指定してください。このアカウントに必要な最低限のアクセス許可の詳細については、操作ガイドの「バーチャル マシンの全般のプロパティの変更」を参照してください。
重要
Virtual Server はターミナル サービスの代用とはなりません。VMRC はターミナル サービスやリモート デスクトップと同様には動作しません。これは、複数のユーザーが VMRC を使用して同じバーチャル マシンに接続することができ、また各ユーザーが他のユーザーについての知識なしにゲスト オペレーティング システムにアクセスできるからです。このように設計されているのは、トレーニングや研究室において、あるユーザーが同じリモート セッションに接続している他のユーザーにタスクを実行して見せることができるようにするためです。バーチャル マシンに排他的にアクセスする場合は、VMRC ではなく、ターミナル サービスかリモート デスクトップを使用して接続する必要があります。    


Virtual Server と Virtual PC 2004 の使用
Virtual Server と Microsoft Virtual PC 2004 は共に使用することができます。ただし、2 つの製品間には違いがあるため、いくつかの点を考慮する必要があります。 

サウンド カード。Virtual Server では、サウンド カードはバーチャル マシンにエミュレートされませんが、Virtual PC ではエミュレートされます。Virtual Server と Virtual PC の両方でバーチャル マシンを使用する場合は、Virtual PC のエミュレート サウンド カードを無効にする必要があります。これにより、サウンド カードのプラグ アンド プレイ機能が Virtual Server のバーチャル マシン上でエラーを引き起こすのを防ぐことができます。 

SCSI サポート。Virtual Server は SCSI をサポートするのに対し、Virtual PC はサポートしません。Virtual Server でバーチャル SCSI ディスクを持つバーチャル マシンを作成する場合、そのバーチャル マシンを Virtual PC へ移動すると SCSI ディスクは無視されます。これは多くの状況で悪影響を及ぼす場合があります。たとえば、バーチャル マシンのページ ファイルが SCSI ディスク上にある場合、または SCSI ディスクを起動ディスクとして使用する場合などです。Virtual PC または Virtual Server で作成されたバーチャル マシン間で定期的にバーチャル ハード ディスクを移動する予定がある場合、バーチャル ハード ディスクを Virtual Server のバーチャル IDE バスにのみ接続することをお勧めします。
構成ファイル。バーチャル マシン構成ファイル (.vmc) は、通常 Virtual Server と Virtual PC 間で互換性があります。ただし、バーチャル マシンが “保存” 状態にある場合は、.vmc ファイルを Virtual Server と Virtual PC との間で移動しないでください。状態保存ファイル (.vsv ファイル) はこれら 2 つの製品間で互換性がありません。
CD-ROM ドライブ。Virtual Server では、複数の CD-ROM ドライブを持つバーチャル マシンが許可されますが、Virtual PC で作成されたバーチャル マシンでは 1 つの CD-ROM ドライブのみがサポートされます。バーチャル マシンをこれら 2 つの製品間で移動する場合は、バーチャル マシンで 1 つの CD-ROM ドライブのみを構成して、それを既定の設定であるセカンダリ チャネル 0 に接続する必要があります。
Virtual Server のセットアップおよびインストール
Virtual Server をセットアップするには、次の手順を実行します。
■
IIS をインストールする。管理 Web サイトを使用して Virtual Server を管理するには、インターネット インフォメーション サービス (IIS) の World Wide Web サービス コンポーネントをインストールする必要があります。IIS のインストールの詳細については、IIS のマニュアルを参照してください。 

■
Virtual Server をインストールする。Virtual Server をインストールする場合、一般的な 2 つの構成オプションがあります。Virtual Server サービスと Web サイト コンポーネントの両方を 1 台の物理コンピュータにインストールするか、または Virtual Server サービスと Web サイト コンポーネントを別々のコンピュータにインストールすることができます。手順については、この後の「Virtual Server を 1 台のコンピュータにインストールする」および「Virtual Server を複数のコンピュータにインストールする」を参照してください。
制限された委任について
バーチャル ハード ディスク ファイル (.vhd) や国際標準化機構 (ISO) イメージ ファイル (.iso) など、すべてのリソース ファイルを Virtual Server サービス (Vssrvc.exe) を実行するコンピュータに格納する場合は、Virtual Server を使い始める際に特別な手順を実行する必要はありません。ただし、リソース ファイルを別のコンピュータに格納する場合は、次のように、ユーザーがそれらのリソース ファイルにアクセスできるようにするための手順を実行する必要があります。
■
Virtual Server サービスを実行しないコンピュータに管理 Web サイト (VSWebApp.exe) をインストールします。この場合、リモート コンピュータ上のファイルへのユーザー アクセスを有効にするには、前で説明されているように、ドメイン コントローラで制限された委任を構成する必要があります。これによって、管理 Web サイトにログオンしたユーザーの資格情報がリソース ファイルを格納しているコンピュータに渡され、そのユーザーがリソース ファイルにアクセスできるようになります。このシナリオでは、統合 Windows 認証を使用する必要があります。基本認証では委任を行えません。
■
管理 Web サイト (VSWebApp.exe) と Virtual Server サービス (Vssrvc.exe) を同一コンピュータ上にインストールします。この場合、リモート コンピュータ上のファイルへのユーザー アクセスを有効にするには、ソフトウェア更新プログラムをインストールします。ソフトウェア更新プログラムの入手方法については、CGI スクリプトの要求時に求められるユーザー資格情報についてのマイクロソフト サポート技術情報の記事 829011 を参照してください。 


http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;JA;829011


また、管理 Web サイトの基本認証を有効にする方法もあります。既定では、Virtual Server は統合 Windows 認証を使用します。これは推奨の認証方法なので、通常は、この設定を変更しないでください。基本認証を使用する場合はリスクが伴います。認証の構成の詳細については、IIS のマニュアルを参照してください。
さらに、Virtual Server マネージャの検索パスを使用するには、制限された委任を構成するか、基本認証を有効にする必要があります。詳細については、操作ガイドの「Virtual Server マネージャの検索パスの構成」を参照してください。
重要
基本認証を有効にする場合は、管理 Web サイトに Secure Sockets Layer (SSL) セキュリティを実装することも強くお勧めします。これは、基本認証では、パスワードがプレーンテキストで転送されるためです。管理 Web サイトの SSL は IIS で構成します。手順については、IIS のマニュアルを参照してください。 

Virtual Server サービス、管理 Web サイト、およびリソース ファイルがそれぞれ異なるサーバー上にある場合に、委任がどのように機能するかを示す図を表示するには、展開ガイドの「制限された委任の構成」を参照してください。
この後、Virtual Server の制限された委任を構成する方法について説明します。
注
ホスト オペレーティング システムとして Windows XP Professional を使用する場合は、制限された委任を構成できません。この場合、リモート リソース上のファイルにはアクセスできないので、ファイルをローカルに格納してください。 

手順 1 : 必要条件を確認する
制限された委任の構成を開始する前に、次の作業が完了していることを確認してください。
■
この後の「Virtual Server を 1 台のコンピュータにインストールする」および
「Virtual Server を複数のコンピュータにインストールする」の説明に従って、Virtual Server のインストールを完了します。
重要
制限された委任を使用するには、カスタム インストールを実行し、管理 Web サイトをローカル システム アカウントとして実行するインストール オプションを選択する必要があります。このオプションを選択していない場合は、Virtual Server をアンインストールし、再インストールしてから制限された委任を構成してください。
■
ドメイン コントローラが、Windows Server 2003 ネイティブ ドメイン用として構成されていることを確認します。必要であれば、ドメインの機能レベルを Windows 2000 (既定値) から Windows Server 2003 に上げてください。詳細については、Windows Server 2003 のヘルプとサポート センターで「ドメインの機能レベルを上げるには」を参照してください。

警告
Windows NT 4.0 以前、または Windows 2000 を実行しているドメイン コントローラを使用する場合、あるいは使用する予定がある場合は、ドメインの機能レベルを Windows Server 2003 に上げないでください。ドメインの機能レベルを Windows Server 2003 に設定すると、Windows 2000 混在または Windows 2000 ネイティブに戻せなくなります。
手順 2 : Web サーバーがユーザーの資格情報を Virtual Server サービスに委任
できるようにする
Web サーバーが、ログオン ユーザーの資格情報を Virtual Server サービスを実行しているコンピュータに委任できるようにするには、次の手順を実行します。 

1.
ドメイン コントローラで、[Active Directory ユーザーとコンピュータ] を開きます。 

2.
コンソール ツリーで、[<ドメイン名>] の下にある [Computers] をクリックします。 

3.
Web サーバーを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。 

4.
[委任] タブで、[指定されたサービスへの委任でのみこのコンピュータを信頼する] をクリックします。 

5.
[任意の認証プロトコルを使う] をクリックします。
6.
[追加]、[ユーザーとコンピュータ] の順にクリックします。 

7.
Virtual Server サービスを実行するコンピュータの名前を入力し、[OK] をクリックします。 

8.
使用可能なサービスの一覧で、Ctrl キーを押しながら [cifs] と [vssrvc] をクリックし、[OK] をクリックします。 

9.
必要に応じて、Virtual Server サービスを実行するその他のコンピュータについても同じ手順を繰り返します。 

手順 3 : Virtual Server サービスがユーザーの資格情報を他のコンピュータに委任
できるようにする
Virtual Server がログオン ユーザーの資格情報を他のコンピュータに委任できるようにするには、次の手順を実行します。これによって、ユーザーは、Virtual Server サービスを実行しているコンピュータ以外のコンピュータに格納されているリソース ファイルにアクセスすることができます。  

1.
ドメイン コントローラで、[Active Directory ユーザーとコンピュータ] を開きます。 

2.
コンソール ツリーで、[<ドメイン名>] の下にある [Computers] をクリックします。 

3.
Virtual Server サービスを実行するコンピュータを右クリックして、[プロパティ] をクリックします。 

4.
[委任] タブで、[指定されたサービスへの委任でのみこのコンピュータを信頼する] をクリックします。 

5.
[任意の認証プロトコルを使う] をクリックします。
6.
[追加]、[ユーザーとコンピュータ] の順にクリックします。 

7.
Virtual Server サービスを実行するコンピュータの名前を入力し、[OK] をクリックします。 

8.
使用可能なサービスの一覧で [cifs] を選択し、[OK] をクリックします。
Virtual Server を 1 台のコンピュータにインストールする
Virtual Server を 1 台のコンピュータにインストールするときは、すべてのコンポーネントを 1 台の物理コンピュータにインストールします。ただし、Virtual Server をインストールする前に、イメージ ファイル、バーチャル ハード ディスク ファイルなどの Virtual Server で使用するファイルに対して、リモート記憶域とローカル記憶域のどちらを使用するかを考慮する必要があります。Virtual Server がリソースにリモートでアクセスできるようにするには、前の「制限された委任について」で説明したように、Virtual Server を委任用に構成する必要があります。 

(
Virtual Server を 1 台のコンピュータにインストールするには
重要
管理 Web サイトを使用するには、この手順を実行する前に、管理 Web サイトをインストールするコンピュータにインターネット インフォメーション サービス (IIS) の World Wide Web サービス コンポーネントをインストールする必要があります。 

Virtual Server をインストールする前に、前の「制限された委任について」にある概念的な情報を確認する必要があります。管理 Web サイトを承認されたユーザーまたはローカル システム アカウントとして実行するように構成した後は、このオプションは Virtual Server を再インストールすることによってのみ変更できます。
1.
Microsoft Virtual Server 2005 セットアップ (セットアップ ウィザード) を Virtual Server 2005 CD-ROM から起動します。セットアップ ウィザードを手動で起動する場合は、必ず Setup.exe を使用してください。
2.
[セットアップの種類] ページが表示されるまでウィザードを続行します。 

3.
[セットアップの種類] ページで、既定の構成を使用して Virtual Server をインストールする [完全] を選択し、[次へ] をクリックします。 

4.
[コンポーネントの構成] ページで、[Web サイトのポート] の既定値である 1024 を受け入れるか、新しいポート値を入力します。 

5.
次に、既定の設定である [管理 Web サイトを常に承認されたユーザーとして実行するように構成する] を受け入れるか、または [管理 Web サイトを常にローカル システム アカウントとして実行するように構成する] を選択します。リモート コンピュータ上のリソース ファイルにアクセスする予定がある場合は、[管理 Web サイトを常にローカル システム アカウントとして実行するように構成する] を選択し、前の「制限された委任について」で説明したように、委任を有効にする必要があります。 

6.
[次へ] をクリックし、[インストール] をクリックしてインストールを開始します。
7.
インストールが完了すると、[セットアップ完了] ページが表示されます。[完了] をクリックしてページを閉じ、セットアップ ウィザードを終了します。 
Virtual Server を複数のコンピュータにインストールする

重要
管理 Web サイトを使用するには、この手順を実行する前に、管理 Web サイトをインストールするコンピュータにインターネット インフォメーション サービス (IIS) の World Wide Web サービス コンポーネントをインストールする必要があります。 

Virtual Server をインストールする前に、前の「制限された委任について」にある概念的な情報を確認する必要があります。管理 Web サイトを承認されたユーザーまたはローカル システム アカウントとして実行するように構成した後は、このオプションは Virtual Server を再インストールすることによってのみ変更できます。
Virtual Server を複数のコンピュータにインストールするときは、1 台のコンピュータに Virtual Server サービスをインストールし、インターネット インフォメーション サービス (IIS) の World Wide Web サービス コンポーネントがインストールされている別のコンピュータに管理 Web サイト コンポーネントをインストールします。次に、複数コンピュータへの Virtual Server のインストールを完了する手順を示します。IIS のインストールの詳細については、IIS のマニュアルを参照してください。 

(
Virtual Server サービスをインストールするには
1.
Virtual Server サービスのインストール先のコンピュータで、セットアップ ウィザードを Virtual Server 2005 CD-ROM から起動します。セットアップ ウィザードを手動で起動する場合は、必ず Setup.exe を使用してください。
2.
[セットアップの種類] ページが表示されるまでウィザードを続行します。
3.
[セットアップの種類] ページで、[カスタム] を選択し、[次へ] をクリックします。
4.
[Virtual Server Web アプリケーション] をクリックし、[インストールしない] を選択し、[次へ] をクリックします。
5.
[インストール] をクリックしてインストールを開始します。
6.
インストールが完了すると、[セットアップ完了] ページが表示されます。[完了] をクリックしてページを閉じ、セットアップ ウィザードを終了します。
(
管理 Web サイトをインストールするには
1.
Virtual Server の管理 Web サイトのインストール先のコンピュータで、セットアップ ウィザードを Virtual Server CD-ROM から起動します。セットアップ ウィザードを手動で起動する場合は、必ず Setup.exe を使用してください。  

2.
[セットアップの種類] ページが表示されるまでウィザードを続行します。
3.
[セットアップの種類] ページで、[カスタム] を選択し、[次へ] をクリックします。
4.
[Virtual Server サービス] をクリックし、[インストールしない] を選択し、[次へ] をクリックします。
5.
[コンポーネントの構成] ページで、[Web サイトのポート] の既定値である 1024 を受け入れるか、新しいポート値を入力します。
6.
[管理 Web サイトを常にローカル システム アカウントとして実行するように構成する] を選択します。このオプションを選択する場合は、前の「制限された委任について」で説明したように、委任も有効にする必要があります。
7.
[次へ] をクリックし、[インストール] をクリックしてインストールを開始します。
8.
インストールが完了すると、[セットアップ完了] ページが表示されます。[完了] をクリックしてページを閉じ、セットアップ ウィザードを終了します。
Virtual Server およびバーチャル マシンとの対話
Virtual Server では、Virtual Server およびバーチャル マシンと対話するために次のツールが用意されています。
■
管理 Web サイト。管理 Web サイトは、Virtual Server およびそれに関連するバーチャル マシンとバーチャル ネットワークを構成し、管理するためのブラウザベースのツールです。管理 Web サイトを開く方法については、次の手順「管理 Web サイトを開くには」を参照してください。
■
バーチャル マシン リモート コントロール (VMRC) クライアント。VMRC は、Virtual Server のインスタンスに接続し、そのバーチャル マシンにアクセスするための機能です。VMRC を使用すると、管理 Web サイトから操作する場合と同じようにバーチャル マシンを使用できます。ただし、管理 Web サイトと違い、VMRC クライアントには管理機能が備わっていないので、新しいバーチャル マシンを作成したり、バーチャル マシンの構成を変更したりすることはできません。VMRC クライアントの構成および使用の詳細については、管理者ガイドを参照してください。
Virtual Server では、スクリプトを使用して Virtual Server の機能のすべての面を制御できるように、多機能な Component Object Model (COM) スクリプト モデルも用意されています。スクリプト モデルは COM テクノロジに基づいているため、特定のスクリプト言語を使用するように制限されませんが、Microsoft Visual Basic® .NET 開発システム、C、C++、C# などの開発言語から選択できます。さらに、Virtual Server 内で特定のイベントが発生したときに実行されるように、スクリプトを構成することもできます。この広範囲なスクリプトのサポートにより、カスタマイズと自動化が容易になります。スクリプトおよび Virtual Server オブジェクト モデルの詳細については、『Virtual Server 2005 プログラマーズ ガイド』を参照してください。
(
管理 Web サイトを開くには
1.
Microsoft Internet Explorer を開き、[アドレス] フィールドで
「http://<FQDN>:1024/VirtualServer/VSWebApp.exe」と入力します。ポート番号を変更している場合は、「1024」を指定したポート番号で置き換えてください。<FQDN> は、管理 Web サイトがインストールされているコンピュータの完全修飾ドメイン名を表します。
2.
ユーザー名とパスワードを入力するよう求められたら、ユーザーの資格情報を入力し、[OK] をクリックします。


注
管理 Web サイトがインストールされているコンピュータにログオンしている場合は、[Microsoft Virtual Server] フォルダの [Virtual Server 管理 Web サイト] リンクを使用して接続することができます。このフォルダは、[スタート] ボタンをクリックし、ユーザーの 
[スタート] メニューの構成方法に応じて [プログラム] または [すべてのプログラム] フォルダをクリックして開くことができます。 

Virtual Server の複数のインスタンスがある場合は、Virtual Server マネージャを使用する代わりに、この手順の最初のステップで示された URL に「?view=1&remoteServer=<リモート コンピュータの FQDN>」を追加することによって特定のインスタンスに直接接続することができます。つまり、「http://<FQDN>:1024/VirtualServer/VSWebApp.exe?view=1&remoteServer=<リモート コンピュータの FQDN>」のようになります。 
第 3 章
バーチャル マシンのセットアップ
Microsoft® Virtual Server 2005 をインストールしたら、次にバーチャル マシンを作成してセットアップします。この章では、基本的なバーチャル マシンの作成に関する情報およびその手順について説明します。 


バーチャル マシンの作成
Virtual Server では、インストールするさまざまなゲスト オペレーティング システムを実行するために、バーチャル マシンが使用されます。ゲスト オペレーティング システムごとに、専用のバーチャル マシンが必要です。つまり、ゲスト オペレーティング システムをインストールして実行する前に、バーチャル マシンを作成する必要があります。バーチャル マシンを作成すると、そのバーチャル マシンはオペレーティング システムのない “空の” コンピュータとなります。
各バーチャル マシンには、オペレーティング システムをインストールできるように、少なくとも 1 つのバーチャル ハード ディスクが必要です。バーチャル ハード ディスクは、.vhd 形式のファイルとして格納されます。バーチャル ハード ディスク ファイルは、物理コンピュータのハード ディスクまたは外部ハード ディスクに格納できます。バーチャル ハード ディスクの詳細については、展開ガイドの「バーチャル ハード ディスクの作成」を参照してください。 

管理 Web サイトでは、バーチャル マシンを Virtual Server に追加する 2 通りの方法が提供されます。
■
バーチャル マシンを作成する。新しいバーチャル マシンを作成する場合はこの方法を使用します。バーチャル マシンの名前を指定し、設定をカスタマイズするか、または既定の設定のままにします。既定の選択を受け入れる場合は、Virtual Server によって基本的な構成を持つバーチャル マシンが作成されます。基本的なバーチャル マシンには、名前、および動的サイズ拡張バーチャル ハード ディスクがあり、バーチャル ネットワークはありません。
■
バーチャル ネットワークを追加する。この方法を使用すると、Virtual Server 2005 または Microsoft Virtual PC 2004 で作成された既存のバーチャル マシンを追加できます。Virtual Server 2005 と Virtual PC 2004 の機能の違いについては、前の章の「Virtual Server と Virtual PC 2004 の使用」を確認することをお勧めします。
Virtual Server には、バーチャル マシンのカスタマイズに使用できる多くの機能が用意されています。たとえば、バーチャル IDE アダプタまたはオプションのバーチャル SCSI アダプタを使用して、複数のバーチャル ハード ディスクをバーチャル マシンに割り当てることができます。各バーチャル マシンには、最大 4 つまでのバーチャル ネットワーク アダプタを割り当てられます。バーチャル マシンと外部バーチャル ネットワーク間の通信用にプライベート バーチャル ネットワークを作成して、物理コンピュータのネットワーク アダプタにアクセスすることができます。また、物理コンピュータの CPU リソースが、バーチャル マシン間で割り当てられる方法を管理することもできます。これらの機能の詳細については、管理者ガイドの一部である「操作ガイド」を参照してください。
(
バーチャル マシンを作成するには
1.
管理 Web サイトを開きます。
2.
ナビゲーション ウィンドウの [バーチャル マシン] で、[作成] をクリックします。 

3.
[バーチャル マシン名] で、バーチャル マシンを説明する名前を入力します。バーチャル マシン ファイル (.vmc) が既定の構成フォルダで作成されないようにするには、バーチャル マシンを作成する場所への完全修飾パスを指定してください。 

4.
[バーチャル マシン メモリ] で、バーチャル マシンが使用する RAM の値を MB 単位で入力します。 

5.
[バーチャル ハード ディスク] で、次のいずれかの操作を行います。 

■
[新しいバーチャル ハード ディスクを作成する] を選択します。次に、バーチャル ハード ディスクのサイズを設定するには、[サイズ] で値を指定し、[MB] または [GB] でいずれかの単位を選択します。 

■
[既存のバーチャル ハード ディスクを使用する] を選択します。バーチャル ハード ディスク ファイル (.vhd) が、[Virtual Server の検索パス] に含まれるディレクトリに配置されている場合は、[場所] から .vhd ファイルを選択できます。そうでない場合は、[ファイル名 (.vhd)] で .vhd ファイルの場所への完全なパスを入力します。
■
[後でバーチャル ハード ディスクに接続する] を選択して、バーチャル ハード ディスクなしでバーチャル マシンを作成します。 

6.
[バーチャル ネットワーク アダプタ] の [接続先] で、ドロップダウン メニューからネットワーク オプションを選択します。 

7.
[作成] をクリックします。 

ゲスト オペレーティング システムのインストール
各バーチャル マシンには、ゲスト オペレーティング システムと呼ばれるオペレーティング システムをインストールする必要があります。バーチャル マシンにインストールできるオペレーティング システムについては、前の章の「システム要件」を参照してください。
以下は、ゲスト オペレーティング システムをインストールする際の重要な考慮点です。
■
ゲスト オペレーティング システムのライセンスは、Virtual Server ライセンスに含まれていません。バーチャル マシンにインストールするすべてのオペレーティング システムとアプリケーションについて、適切なライセンスを持っていることを確認してください。
■
バーチャル マシンでは、Ctrl + Alt + Del のキーボード ショートカットを使用できません。代わりに、ホスト キーと Del キーのショートカットを使用して、Ctrl + Alt + Del をゲスト オペレーティング システムに送信できます。既定では、ホスト キーは右側の Alt キーです。各バーチャル マシンの [リモート コントロール] メニューを使用して、Ctrl + Alt + Del キーをエミュレートすることもできます。
■
ゲスト オペレーティング システムとホスト オペレーティング システムの統合およびパフォーマンスを向上するには、バーチャル マシン追加機能をインストールする必要があります。バーチャル マシン追加機能の詳細については、この後の「バーチャル マシン追加機能のインストール」を参照してください。
注
リモート インストール サービス (RIS) を使用して、バーチャル マシンにオペレーティング システムのネットワーク インストールを実行できます。ただし、Virtual Server では、ネットワーク インストールを実行する際、ネットワークからオペレーティング システムを直接起動できません。ネットワーク インストール ポイントに接続するための命令が含まれたリモート ブート ディスクを使用する必要があります。リモート ブート ディスクを作成するには、RIS に付属の Rbfg.exe ユーティリティを使用します。RIS をインストール済みの場合、リモート ブート フロッピー ディスクの詳細については、ヘルプとサポート センターで「Rbfg.exe」を検索してください。RIS は Microsoft Windows ServerTM 2003 オペレーティング システムに付属しています。
ゲスト オペレーティング システムは、起動 CD または ISO イメージ ファイル (.iso) からインストールできます。Virtual Server では、CD または DVD の国際標準化機構 (ISO) フォーマットである ISO 9660 イメージがサポートされています。Virtual Server で使用できるイメージは、.iso 拡張子を持っている必要があります。
CD またはイメージを使用してバーチャル マシンを起動できない場合は、起動ディスクからインストールを開始することもできます。Microsoft Windows NT® Server 4.0 などの一部の古いオペレーティング システムでは、オペレーティング システムのインストールに起動ディスクが必要です。Windows NT Server 4.0 のゲスト オペレーティング システムとしてのインストールおよび使用の詳細については、展開ガイドの「Windows NT Server 4.0 のゲスト オペレーティング システムとしての使用」を参照してください。
(
起動 CD またはイメージ ファイルを使用してオペレーティング システムをインストールするには

重要
バーチャル マシン追加機能をインストールする前に、画面上でマウス ポインタがドットとして表示される場合があります。その場合でも、マウスは正常に機能します。影響を受けるのはポインタの表示だけです。 

1.
管理 Web サイトを開きます。 

2.
ナビゲーション ウィンドウの [バーチャル マシン] で、[構成] をポイントし、適切なバーチャル マシンをクリックします。 

3.
[構成] で [CD / DVD] をクリックし、次のいずれかの操作を行い、[OK] をクリックします。 

■
オペレーティング システムの起動 CD を、Virtual Server サービスを実行している物理コンピュータ上の CD ドライブに挿入します。次に、[物理 CD/DVD ドライブ] をクリックし、必要に応じてドロップダウン メニューから対応する CD または DVD のドライブ文字を選択します。 

■
[既知のイメージ ファイル] をクリックします。起動 CD イメージを含むイメージ 
ファイルが既定のディレクトリ (\Documents and Settings\All Users\ Documents\ Shared Virtual Machines\) に配置されている場合は、ドロップダウン メニューからイメージ ファイルを選択できます。そうでない場合は、[ファイルへの完全修飾パス] にイメージ ファイルへの完全なディレクトリ パスを入力してください。 
4.
[<マシン名> の状態] で、バーチャル マシン名をポイントし、[オンにする] をクリックします。
5.
バーチャル マシンをオンにしたら、バーチャル マシン名をポイントし、[リモート コントロール] をクリックします。 

6.
バーチャル マシンに接続したら、オペレーティング システムの指示に従ってインストールを完了します。
重要
リモート コンピュータ上のファイルにアクセスするには、制限された委任とローカル コンピュータのホスト オペレーティング システムへのソフトウェア更新が必要です。詳細については、『Virtual Server 2005 R2 リリース ノート』を参照してください。 

(
起動ディスクを使用してオペレーティング システムをインストールするには
1.
ナビゲーション ウィンドウの [バーチャル マシン] で、[構成] をポイントし、適切なバーチャル マシンをクリックします。 

2.
[構成] で [フロッピー ドライブ] をクリックし、次のいずれかの操作を行い、[OK] をクリックします。 

■
起動ディスクがある場合は、そのディスクをフロッピー ディスク ドライブに挿入し、[物理フロッピー ドライブ] をクリックします。必要に応じて、ドロップダウン メニューから対応するフロッピー ドライブ文字を選択してください。 

■
既存のバーチャル システム ディスクが既定のディレクトリ (\Documents and Settings\All Users\Documents\Shared Virtual Machines\) に配置されている場合は、[既知のフロッピー ディスク] ドロップダウン メニューからバーチャル システム ディスクを選択できます。そうでない場合は、[ファイルへの完全修飾パス] にバーチャル フロッピー ディスク ファイル (.vfd) への完全なディレクトリ パスを入力してください。 

3.
[<マシン名> の状態] で、バーチャル マシン名をポイントし、[オンにする] をクリックします。 

4.
バーチャル マシンをオンにしたら、バーチャル マシン名をポイントし、[リモート コントロール] をクリックします。 

5.
バーチャル マシンに接続したら、オペレーティング システムの指示に従ってインストールを完了します。 

バーチャル マシン追加機能について
Virtual Server には、サポートされている Windows オペレーティング システムを実行するバーチャル マシンの統合とパフォーマンスを向上するための機能が備わっています。これらの機能は、バーチャル マシン追加機能として提供されます。オペレーティング システムまたは Virtual Server サービスの本来の機能ではありません。バーチャル マシン追加機能は、Virtual Server のインストール時に既定ではインストールされません。ただし、ゲスト オペレーティング システムを有効に使用するには、これらの機能をインストールする必要があります。 

バーチャル マシン追加機能は、Virtual Server の操作性の向上にも役立ちます。たとえば、バーチャル マシン追加機能がバーチャル マシンにインストールされている場合、バーチャル マシン リモート コントール (VMRC) を使用して、バーチャル マシン ウィンドウとホスト オペレーティング システム間でポインタを自由に移動することができます。
重要
バーチャル マシン追加機能は、常に、バーチャル マシンのゲスト オペレーティング システムにインストールされます。バーチャル マシン追加機能をホスト オペレーティング システムにインストールしないでください。 

バーチャル マシン追加機能には次の機能が含まれています。
■
ゲスト オペレーティング システムのパフォーマンス向上
■
統合されたマウスの使用
■
最適化されたビデオ ドライバ
■
時刻の同期
バーチャル マシン追加機能のインストール
バーチャル マシン追加機能は、オペレーティング システムを実行するバーチャル マシンのうち、この機能を使用可能にするすべてのバーチャル マシンにインストールできます。Virtual Server 2005 には最新バージョンのバーチャル マシン追加機能が含まれています。以前のバージョンのバーチャル マシン追加機能を実行しているすべてのバーチャル マシンには、最新バージョンをインストールしてください。
バーチャル マシン追加機能は、次のサポートされているサーバー オペレーティング システム用に付属しています。
■
Microsoft Windows ServerTM 2003 (全バージョン)

■
Microsoft Windows® 2000 Server

■
Service Pack 6a (SP6a) がインストールされている Microsoft Windows NT® Server 4.0

バーチャル マシン追加機能は、次のクライアント オペレーティング システム用に、利便性を目的として提供されます。
■
Microsoft Windows XP (全バージョン)

■
Microsoft Windows 2000 Professional

■
Microsoft Windows Millennium Edition

■
Microsoft Windows 98

■
Microsoft Windows 95

注
Microsoft Virtual PC 2004 で作成したバーチャル マシンを Virtual Server へ移動する場合は、Virtual PC にバーチャル マシン追加機能がインストールされていた場合でも、バーチャル マシン追加機能を再インストールする必要があります。これは、Virtual Server に付属のバーチャル マシン追加機能はバージョンが更新されているためです。 

(
バーチャル マシン追加機能をインストールするには
1.
管理 Web サイトを開きます。 

2.
ナビゲーション ウィンドウの [バーチャル マシン] で、[構成] をポイントし、適切なバーチャル マシンをクリックします。 

3.
[<マシン名> の状態] で、バーチャル マシン名をポイントし、[オンにする] をクリックします。 

4.
バーチャル マシンが起動したら、バーチャル マシン名をポイントし、[リモート コントロール] をクリックします。 

5.
Administrator または Administrators グループのメンバとしてバーチャル マシンにログオンします。 

6.
ゲスト オペレーティング システムが読み込まれたら、ホスト キーを押してマウス ポインタを解放し、[ナビゲーション] ウィンドウの左隅にある [<バーチャル マシン名> の構成] をクリックします。
7.
[構成] で [バーチャル マシン追加機能] をクリックし、[バーチャル マシン追加機能のインストール]、[OK] の順にクリックします。 

8.
[<マシン名> の状態] で、バーチャル マシン名をポイントし、[リモート コントロール] をクリックします。 

9.
[リモート コントロール] ウィンドウ内をクリックしてゲスト オペレーティング システムに戻ります。バーチャル マシン追加機能のインストール ウィザードが開始します。ウィザードを続行します。 

10. ウィザードが完了したら、バーチャル マシンを再起動してインストールを完了するよう求めるメッセージが表示されます。  

注
[ホストの時刻の同期] を使用しない場合は、バーチャル マシンがオフのときにこの機能を無効にできます。バーチャル マシン追加機能のインストールの前でも後でもこれを実行することができます。 

ゲスト オペレーティング システムがドメイン コントローラとして構成されているか、ゲスト オペレーティング システムとホスト オペレーティング システムが異なるドメインのメンバであるか、異なるタイム ゾーンで稼動している場合は、[ホストの時刻の同期] を無効にする必要があります。 




バーチャル マシンへのログオンと操作
キーボードとマウスを使用すると、物理コンピュータとほとんど同様にバーチャル マシンを制御できます。ここでは、キーボードとマウスの違いと、それらの違いを解消する機能の概要について説明します。
キーボードの使用
キーボードは一般的に、バーチャル マシンに対して物理コンピュータの場合と同様に機能します。Virtual Server では、必要なキーボード機能のほとんどが、ホスト キーとキーボード ショートカットを使用して提供されます。既定では、ホスト キーは右側の Alt キーです。バーチャル マシンによってポインタがキャプチャされている場合、ホスト キーを使用してマウスの制御をホスト オペレーティング システムに戻すことができます。
Ctrl + Alt + Del などのいくつかのキーボード ショートカットは、バーチャル マシン内では機能しません。これは、ホスト オペレーティング システムとゲスト オペレーティング システム間の対話が原因です。バーチャル マシン リモート コントロール (VMRC) クライアントまたは [リモート画面] ページのいずれかにある [リモート コントロール] メニューから [Ctrl+Alt+Delete の送信] を使用して、Ctrl + Alt + Del キーボード ショートカットの機能を使用できます。また、ホスト キー + Del キーを使用することもできます。

注
Virtual Server には、一般的なタスクの実行に使用できるキーボード ショートカットが用意されています。キーボード ショートカットの一覧については、付録 B の「障害のある方のためのユーザー補助機能」を参照してください。
マウスの使用
マウスの使用方法は、バーチャル マシン追加機能がインストールされているかどうかによって異なります。 

■
バーチャル マシンにバーチャル マシン追加機能がインストールされている場合は、バーチャル マシン ウィンドウとホスト オペレーティング システムの間でマウス ポインタを自由に移動できます。これにより、バーチャル マシンとホスト オペレーティング システムとの間の切り替えが簡単になります。 

■
バーチャル マシン追加機能がインストールされていない場合は、バーチャル マシン ウィンドウ内でマウスを使用する前にバーチャル マシン側でポインタをキャプチャする必要があります。バーチャル マシン ウィンドウ内でマウス ポインタをクリックすると、バーチャル マシンにマウス ポインタがキャプチャされます。 


バーチャル マシン追加機能がインストールされていないバーチャル マシンでポインタがキャプチャされている場合、ホスト オペレーティング システムまたは別のバーチャル マシン ウィンドウでマウスを使用するには、そのバーチャル マシンからポインタを解放する必要があります。マウスの使用をホスト オペレーティング システムに戻すには、ホスト キーを使用します。 

付録 A

トラブルシューティング
ここでは、Microsoft® Virtual Server 2005 をセットアップし、使い始める際に発生する可能性のある問題のトラブルシューティングに役立つ情報について説明します。Virtual Server を使用および管理する際に発生することが考えられる問題の詳細については、操作ガイドの「トラブルシューティング」を参照してください。
ターミナル サービスまたはリモート デスクトップ接続を使用して Virtual Server のインスタンスに接続したとき、Virtual Server 管理 Web サイトのショートカットが正常に機能しません。または、ページが表示できないことを示すメッセージが表示されます。
Microsoft Internet Explorer のセキュリティ設定により、管理 Web サイトのトップ ページを読み込めなくなっています。次の手順を実行して、信頼済みサイトまたはローカル イントラネットの Web コンテンツ ゾーンに、管理 Web サイトの URL を追加します。 

1.
Internet Explorer で、[ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。 

2.
[セキュリティ] タブをクリックし、[信頼済みサイト]、[レベルのカスタマイズ] の順に
クリックします。 

3.
一覧の一番下までスクロールし、[ユーザー認証] の [ユーザー名とパスワードを入力してログオンする] を選択します。
Virtual Server をインストールしましたが、管理 Web サイトを開くことができません。セキュリティ資格情報を入力しても、画面に何も表示されません。
ターミナル サービス接続を経由した場合、このショートカットを使って管理 Web サイトを読み込むことができません。リモート デスクトップ接続を使用する場合は、コンソール セッションとして開始する必要があります。リモート デスクトップ接続をコンソール セッションとして開始するか、または Internet Explorer を使って管理 Web サイトを開きます。コンソール セッションとして開始するには、「mstsc /v:<サーバーのアドレス> /console」と入力します。Internet Explorer を使用するには、「http://<FQDN>:1024/VirtualServer/VSWebApp.exe」と入力します。ポート番号を変更している場合は、「1024」を指定したポート番号で置き換えてください。
制限された委任を有効にしようとすると、Active Directory® ディレクトリ サービスで Virtual Server サービス (Vssrvc.exe) が使用可能なサービスの一覧に表示されません。 
Virtual Server サービスを実行しているすべてのコンピュータのサービス プリンシパル名 (SPN) が登録されていることを確認します。Virtual Server の各インスタンスは、ドメイン コントローラに SPN を自動的に登録しますが、委任を構成する前に、この登録が正常に行われていることを確認してください。
マイクロソフトが提供している無償ユーティリティ Setspn.exe を使用して、Virtual Server サービスを実行しているすべてのコンピュータの SPN が登録されているかどうかを確認できます。Setspn.exe のダウンロードの詳細については、以下のマイクロソフト Web サイトの Windows 2000 リソース キット ツール (Setspn.exe) についてのページ (英語情報) を参照してください。
http://www.microsoft.com/japan/windows2000/techinfo/reskit/

Setspn.exe を実行すると、指定したコンピュータについて登録されている SPN が一覧表示されます。Virtual Server サービスを実行している各コンピュータについて、次の構文を使用してクエリを作成できます。 

	setspn /l <ドメイン名>/<コンピュータ名>



コンピュータの SPN が登録されている場合は、完全修飾ドメイン名とそのコンピュータの NetBIOS 名が表示されます。
ゲスト オペレーティング システムでマウスが正常に機能しません。または、ゲスト オペレーティング システム上でカーソルが小さいドットとして表示されます。
ゲスト オペレーティング システムにバーチャル マシン追加機能がインストールされていません。バーチャル マシン追加機能がインストールされていない場合、カーソルは小さいドットとして表示され、ホスト キーを使用しない限り、ゲスト オペレーティング システムの外側にカーソルを移動できません。マウス機能をサポートしている最新バージョンのバーチャル マシン追加機能をインストールすると、バーチャル マシン ウィンドウとホスト オペレーティング システムの間でマウス ポインタを自由に移動できるようになります。詳細については、前の章の「バーチャル マシン追加機能のインストール」を参照してください。
バーチャル マシン追加機能をインストールできません。
バーチャル マシン追加機能をインストールするオペレーティング システムにログオンする必要がある場合は、管理者またはゲスト オペレーティング システムの Administrators グループのメンバとしてログオンし、バーチャル マシン追加機能のセットアップ プログラムを実行する必要があります。
Windows NT Server 4.0 ゲスト オペレーティング システムにバーチャル マシン追加機能をインストールした後、ビデオが正しく表示されず、ログオンできません。
バーチャル マシンに十分なメモリが割り当てられていません。Microsoft Windows NT® Server 4.0 オペレーティング システムを実行しているバーチャル マシンに、少なくとも 64 MB の RAM を割り当ててください。最低でも 40 MB の RAM を割り当てることをお勧めします。詳細については、操作ガイドの「Windows NT Server 4.0 のゲスト オペレーティング システムとしての使用」を参照してください。
ターミナル サービスまたはリモート デスクトップ、および console スイッチを使用してバーチャル マシンに接続したところ、キャプチャした CD または DVD ドライブの CD や DVD がゲスト オペレーティング システムに表示されません。
console スイッチを使用して、Microsoft Windows ServerTM 2003 オペレーティング システムを実行しているバーチャル マシンにログオンした場合、そのコンソールのコンテキストで実行することになるので Run Automatically イベントが返されません。ホスト オペレーティング システム上でキャプチャした CD または DVD ドライブを解放し、もう一度キャプチャするか、または console スイッチを使用しないでログオンします。
付録 B

障害のある方のための
ユーザー補助機能
マイクロソフトは、すべてのユーザーにとってより使いやすい製品やサービスを提供するために努力しています。
以下のトピックでは、障害のある方のために、Virtual Server 2005 を含む Microsoft® 製品を使いやすくする機能、製品、およびサービスに関する情報を提供します。
マイクロソフトのユーザー補助製品およびサービス
ここでは、障害のある方のために、Microsoft Windows® オペレーティング システムを使いやすくする機能、製品、およびサービスに関する情報を提供します。
■
Windows のユーザー補助機能
■
別の形式のドキュメント
■
その他の情報
注
ここに記載されている情報は、米国内でマイクロソフト製品のライセンスをお持ちのユーザーのみを対象としている場合があります。この製品を米国以外で購入した場合は、ソフトウェア パッケージに同梱されている各国の支社に関する情報を参照するか、「マイクロソフト アクセシビリティ」の Web サイト (http://www.microsoft.com/japan/enable/default.mspx) にアクセスして、マイクロソフト サポート サービスの電話番号と住所の一覧をご確認ください。ここに記載されている種類の製品やサービスをお住まいの地域で利用できるかどうかについては、お近くの支社にお問い合わせください。アクセシビリティに関する情報は、日本語でもご利用いただけます。
Windows のユーザー補助機能
Windows オペレーティング システムには、ユーザー補助機能が組み込まれています。これらの機能は、キーボード入力やマウス操作が困難な方、重度または軽度の視覚障害や聴覚障害のある方のために用意されています。これらの機能は、セットアップ時にインストールされます。これらの機能の詳細については、お使いの Windows オペレーティング システムのマニュアルおよび次の「マイクロソフト アクセシビリティ」の Web サイトを参照してください。
http://www.microsoft.com/japan/enable/default.mspx

無料でご利用いただけるステップバイステップ ガイド
マイクロソフトでは、一連のステップバイステップ ガイドを用意しています。これらのガイドには、お使いのコンピュータ上でユーザー補助オプションおよび設定を調整するための詳細な手順が示されています。ガイドでは、マウスによる操作とキーボードによる操作が左右に並べて表示されているので、マウスの使用方法、キーボードの使用方法、またはその両方を組み合わせて使用する方法を学ぶことができます。 

マイクロソフト製品のステップバイステップ ガイドについては、次の「マイクロソフト アクセシビリティ」の Web サイトを参照してください。
http://www.microsoft.com/japan/enable/default.mspx

Windows のための支援技術製品
障害のある方にとってコンピュータを利用しやすいものにすることを目的とした、支援技術製品が提供されています。Windows 上で実行される支援技術製品のカタログは、次の
「マイクロソフト アクセシビリティ」の Web サイトで検索できます。
http://www.microsoft.com/japan/enable/default.mspx

支援技術を使用する場合は、ソフトウェアまたはハードウェアをアップグレードする前に、その支援技術のベンダに互換性の問題がないかどうかを確認してください。
別の形式のドキュメント
視覚に障害をお持ちの方や、書籍を扱うことが困難な方にもご利用いただけるようアクセスできる形式で各マイクロソフト製品に関するドキュメントを用意しました。アクセスできる製品ドキュメントの一覧は、次の「マイクロソフト アクセシビリティ」のWeb サイトでご覧いただけます。
http://www.microsoft.com/japan/enable/default.mspx

その他の情報
コンピュータのアクセシビリティ技術が、いかにして障害のある方の生活の向上を支援するかについての詳細情報は、次の「マイクロソフト アクセシビリティ」の Web サイトを参照してください。
http://www.microsoft.com/japan/enable/default.mspx

Virtual Server および管理者ガイドの
ユーザー補助機能
このトピックの情報では、『Virtual Server 2005 管理者ガイド』のユーザー補助機能を含む、Virtual Server 2005 のユーザー補助機能について説明します。
Virtual Server のユーザー補助機能
Microsoft Windows のユーザー補助機能とユーティリティに加えて、Virtual Server には、障害のあるユーザーにとってさらに使いやすくするためのキーボード ショートカットがあります。Virtual Server のキーボード ショートカットを使用することにより、一般的なタスクをすばやく実行できます。次の表はキーボード ショートカットの一覧です。
	キーボード ショートカット
	説明

	ホスト キー + Del
	Ctrl + Alt + Del の機能をバーチャル マシンのオペレーティング システムに送信する。

	ホスト キー + C
	リモート コントロール機能またはバーチャル マシン リモート コントロール (VMRC) を VMRC サーバーに接続する。

	ホスト キー + A
	リモート コントロールまたは VMRC を管理者表示に切り替える。

	ホスト キー +
	接続情報を表示する。

	ホスト キー + V
	ゲスト オペレーティング システムを操作できないようにバーチャル マシンを設定する。ユーザーはバーチャル マシン ウィンドウを表示することしかできません。

	ホスト キー + H
	ホスト キーを設定するためのコントロールを表示する。

	ホスト キー + Enter
	バーチャル マシン ウィンドウを全画面表示に切り替える。このオプションは、VMRC クライアントを使用してバーチャル マシンに接続している場合にのみ使用できます。  

	ホスト キー + ←
	直前のバーチャル マシンに切り替える。このオプションは、VMRC クライアントを使用してバーチャル マシンに接続している場合にのみ使用できます。

	ホスト キー + →
	次のバーチャル マシンに切り替える。このオプションは、VMRC クライアントを使用してバーチャル マシンに接続している場合にのみ使用できます。


注
ここに記載されている情報は、米国内でマイクロソフト製品のライセンスをお持ちのユーザーのみを対象としている場合があります。この製品を米国以外で購入した場合は、ソフトウェア パッケージに同梱されている各国の支社に関する情報を参照するか、「マイクロソフト アクセシビリティ」の Web サイト (http://www.microsoft.com/japan/enable/default.mspx) にアクセスして、マイクロソフト サポート サービスの電話番号と住所の一覧をご確認ください。ここに記載されている種類の製品やサービスをお住まいの地域で利用できるかどうかについては、お近くの支社にお問い合わせください。アクセシビリティに関する情報は、日本語でもご利用いただけます。
管理者ガイドのユーザー補助機能
『Virtual Server 2005 管理者ガイド』には、マウスを使用することが難しい方や視覚障害などの障害をお持ちの方を含め、さまざまなユーザーにとって Virtual Server を使いやすくするための機能が含まれています。また、管理者ガイドは、以下のマイクロソフト Web サイトからも入手可能です。
http://www.microsoft.com/technet/prodtechnol/virtualserver/default.mspx

管理者ガイドのウィンドウを使用するためのキーボード 
ショートカット
管理者ガイドで次の表に示されているキーボード ショートカットを使用することにより、多くの一般的なタスクをすばやく実行できます。
	目的
	キーボード ショートカット

	管理者ガイドのトピック ウィンドウと、[目次] タブ、[検索] タブ、[キーワード] タブなどのナビゲーション ウィンドウとの間でカーソルを切り替える。
	F6

	ナビゲーション ウィンドウで、[目次]、[検索]、[キーワード] などのタブを変える。 
	Alt + タブの下線が引かれた文字

	次の隠し文字またはハイパーリンクを選択する。 
	Tab 

	前の隠し文字またはハイパーリンクを選択する。
	Shift + Tab

	選択した [表示]、[非表示]、隠し文字、またはハイパーリンクに対してアクションを実行する。
	Enter

	管理者ガイドのツール バー コマンドにアクセスするための [オプション] メニューを表示する。
	Alt + O

	[目次] タブ、[検索] タブ、および [キーワード] タブを含むウィンドウを表示または非表示にする。
	Alt + O、その後 T を押す。

	前に表示したトピックを表示する。
	Alt + O、その後 B を押す。

	前に表示した一連のトピックのうち、次のトピックを表示する。
	Alt + O、その後 F を押す。

	指定したホーム ページに戻る。
	Alt + O、その後 H を押す。

	管理者ガイドのウィンドウで管理者ガイドのトピックが開くのを停止する (Web ページでダウンロードを停止させる場合に便利です)。 
	Alt + O、その後 S を押す。

	Microsoft Internet Explorer の [インターネット オプション] ダイアログ ボックスを開く (ここからユーザー補助機能の設定を変更可能です)。 
	Alt + O、その後 I を押す。

	トピックを更新する (Web ページにリンクしている場合に便利です)。
	Alt + O、その後 R を押す。

	ブック内のすべてのトピックまたは選択したトピックのみを印刷する。
	Alt + O、その後 P を押す。

	管理者ガイドのウィンドウを閉じる。
	Alt + F4


(
管理者ガイドのフォントを変更するには
1.
管理者ガイドのウィンドウを開きます。 

2.
[オプション]、[インターネット オプション] の順にクリックします。
3.
[全般] タブで [ユーザー補助] をクリックします。次に [Web ページで指定された色を使用しない] チェック ボックスをオンにします。ユーザー独自のスタイル シートで指定した設定を使用するよう選択することもできます。
4.
管理者ガイドで使用する色をカスタマイズするには、[全般] タブで [色] をクリックします。[Windows の色を使用する] チェック ボックスをオフにして、使用するフォントおよび背景色を選択します。 

注
管理者ガイドのウィンドウで、管理者ガイドのトピックの背景色を変更すると、その変更は Microsoft Internet Explorer で Web ページを表示するときの背景色にも影響します。
(
管理者ガイドのフォントを変更するには
1.
管理者ガイドのウィンドウを開きます。  

2.
[オプション]、[インターネット オプション] の順にクリックします。
3.
[全般] タブで [ユーザー補助] をクリックします。Microsoft Internet Explorer で使用されるのと同じ設定を使用するには、[Web ページで指定されたフォント スタイルを使用しない] チェック ボックスおよび [Web ページで指定されたフォント サイズを使用しない] チェック ボックスをオンにします。ユーザー独自のスタイル シートで指定した設定を使用するよう選択することもできます。
4.
管理者ガイドで使用するフォント スタイルをカスタマイズするには、[全般] タブで [フォント] をクリックし、次に希望のフォント スタイルをクリックします。
注
管理者ガイドのウィンドウで、管理者ガイドのトピックのフォントを変更すると、その変更は Internet Explorer で Web ページを表示するときのフォントにも影響します。
